
　

自
分
で
は
若
い
つ
も
り
で
い

て
も
、
も
う
50
を
半
ば
過
ぎ
よ

う
と
す
る
今
、
か
つ
て
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
自
分
を
思
い
知

る
こ
と
が
あ
る
。
先
日
も
、
映

画
館
で
チ
ケ
ッ
ト
を
買
お
う
と

し
た
と
き
、
う
ら
若
き
カ
ウ
ン

タ
ー
の
女
性
に
、「
シ
ニ
ア
割

引
で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
大
変

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
髪
の
毛

も
、
随
分
と
白
い
も
の
が
混
じ

り
出
し
、
顔
も
昔
か
ら
老
け
て

見
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
の

だ
が
、
い
ざ
60
歳
以
上
の
シ
ニ

ア
割
引
を
勧
め
ら
れ
る
と
、
気

分
が
悪
い
。「
い
い
え
違
い
ま

す
」
と
は
っ
き
り
と
答
え
た
も

の
の
、
な
ん
だ
か
後
味
の
悪
い

思
い
を
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
な

ど
と
い
う
言
葉
が
、
い
つ
の
間

に
か
市
民
権
を
得
、
い
つ
ま
で

も
若
々
し
い
姿
こ
そ
が
最
高
の

幸
せ
で
あ
る
と
も
て
は
や
さ

れ
、
数
々
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や

健
康
器
具
が
毎
日
の
よ
う
に
宣

伝
さ
れ
る
。
い
つ
ま
で
も
健
康

で
若
々
し
く
い
る
こ
と
、
そ
れ

自
体
は
良
い
こ
と
に
違
い
な
い

が
、
な
ん
だ
か
、
年
老
い
て
、

元
気
で
な
い
も
の
は
価
値
が
な

い
と
い
う
裏
返
し
の
声
に
な
っ

て
響
い
て
く
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
言
う
私

も
、
少
し
で
も
若
く
見
ら
れ
よ

う
と
、
着
る
服
の
色
や
形
を
気

に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
始
末

が
悪
い
。
老
い
る
こ
と
へ
の
恐

怖
と
、
い
つ
ま
で
も
若
く
い
る

こ
と
へ
の
憧
れ
。
そ
れ
は
一
見

す
る
と
豊
か
な
時
代
を
生
き
る

私
た
ち
の
姿
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
超
高
齢
社
会
と
言
わ

れ
る
日
本
全
体
が
、
高
齢
者
に

対
し
、
優
し
く
親
切
で
あ
る
と

は
と
て
も
言
い
が
た
い
の
で
は

な
い
か
。
施
設
や
建
物
、
制
度

は
完
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
、
肝
心
の
心
の
部

分
が
寂
し
く
乏
し
い
も
の
と

な
っ
て
は
い
な
い
か
。
年
老
い

た
親
を
持
つ
身
と
し
て
、
ま
た

自
ら
も
老
い
へ
の
歩
み
を
始
め

て
い
る
も
の
と
し
て
、
心
が
重

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
聖
書
の

世
界
で
は
、
そ
れ
と
は
真
逆
の

世
界
観
が
あ
る
。「
白
髪
の
人

の
前
で
は
起
立
し
、
長
老
を
尊

び
、
あ
な
た
の
神
を
畏
れ
な
さ

い
。わ
た
し
は
主
で
あ
る
。」（
レ

ビ
19
：
32
）
神
聖
法
集
と
し
て

知
ら
れ
る
レ
ビ
記
は
、「
イ
ス

ラ
エ
ル
の
民
が
、
聖
な
る
も
の

と
な
る
た
め
の
日
常
的
、
宗
教

的
な
掟
や
法
を
教
え
た
も
の
」

（
新
共
同
訳
注
解
）
が
数
多
く

収
め
ら
れ
て
い
る
。
老
人
の
前

で
、
起
立
を
す
る
こ
と
は
、
た

だ
老
人
を
労
わ
り
、
敬
老
せ
よ

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を

聖
別
し
、
神
を
畏
れ
る
こ
と
な

の
だ
。
そ
の
こ
と
を
通
し
、
人

が
自
分
の
力
を
頼
み
誇
る
の
で

は
な
く
、
本
当
に
主
を
畏
れ
、

主
を
敬
う
も
の
か
ど
う
か
戒
め

る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

同
志
社
大
学
神
学
部
の
石
川

立
教
授
は
、
十
戒
の
中
の
第
五

戒
「
あ
な
た
の
父
母
を
敬
え
」

に
つ
い
て
こ
ん
な
こ
と
を
書
い

て
い
る
。「
第
五
戒
で
イ
メ
ー

ジ
す
べ
き
父
と
母
は
、
力
で

持
っ
て
子
供
を
威
圧
す
る
両
親

で
は
な
く
、
す
で
に
子
供
が
独

立
し
、
子
供
か
ら
も
頼
ら
れ
な

く
な
っ
た
両
親
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。」「
第
五
戒
に
は
両
親
を

敬
う
こ
と
に
よ
っ
て
功
徳
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、「
敬
う
」
こ
と
自

体
が
神
の
祝
福
に
通
じ
る
も
の

だ
と
の
洞
察
が
厳
存
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。（「
信
徒
の
友
」
２
０
０
６

年
9
月
号
）

　

白
髪
の
人
の
前
で
起
立
す
る

こ
と
も
、父
母
を
敬
う
こ
と
も
、

そ
れ
は
、
実
社
会
の
最
前
線
に

い
る
大
人
た
ち
が
、
自
ら
の
力

を
過
信
し
、
本
当
に
大
事
な
も

の
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対

す
る
戒
め
な
の
だ
。
ま
さ
に
老

人
を
、
そ
し
て
年
老
い
た
両
親

を
軽
ん
じ
、
ま
た
蔑
ろ
（
な
い

が
し
ろ
）
し
て
し
ま
い
や
す
い

私
た
ち
が
、そ
の
こ
と
を
通
し
、

そ
の
背
後
に
あ
る
見
え
な
い
神

を
畏
れ
る
こ
と
な
く
疎
ん
じ
る

こ
と
に
対
す
る
戒
め
な
の
だ
。

　

友
よ
、
年
取
る
こ
と
は
決
し

て
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。
白
髪

を
嘆
く
こ
と
は
な
い
し
、
若
者

を
羨
む
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
よ

り
は
む
し
ろ
、
白
髪
の
人
、
そ

し
て
父
母
を
重
ん
じ
る
こ
と
の

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

私
た
ち
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
の

だ
。
神
を
畏
れ
る
よ
う
に
、
白

髪
の
人
を
畏
れ
よ
う
。
神
を
敬

う
よ
う
に
、
父
母
を
敬
お
う
。

そ
れ
が
私
た
ち
へ
の
戒
め
な
の

だ
か
ら
。
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瞑
　
想

白
髪
の
人
の
前
で
は
起
立
し
、

　
　
長
老
を
尊
び
、
あ
な
た
の
神
を
畏
れ
な
さ
い
。

　
　
　
　
わ
た
し
は
主
で
あ
る
。

 

レ
ビ
19

：

32

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
幹
牧
師
　
　
榎
本
　
恵
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ご献金者
　敬称略
　　１月分
金山　良雄
武田　多美
横山　宜和
松田美奈子
村主　由美
李　　順姫
中谷　哲造
伊達　平和
橋本るつ子
奥田美和子
髙橋　朋子
阪神
ミニアシュラム
福岡聖書教室
長澤　洋子
榎本　和子
榎本てる子
市川　紳司
明石シオン
寺尾　貞亮
ブラジル　
　アシュラム
村瀬　俊夫
持田　二郎
持田　裕子
吉田恵美子
植松喜美子
越智　千歳
上柿　京子
山田喜久子
香川　孝子
正岡リツコ
井置　利男
横山　晋次
山岡　義明
熊野テイ子
小田美津江
武曽　晴美
渡辺美寿子
村上　　勇
常任運営委員会
Ms,Kazumi Itani
沖田　朝子
アライアンス

呉教会
ちいろば牧師記念
　　チャペル
　　　夕礼拝席上
チャイム
　コンソート

（池田
チャイムの会）
佐川　君江
倉橋　友江
吉岡　行子
大阪聖書教室
無　名　氏
吉川　禮子
岩波　久一
脇　萬里子
沢田　育世
カフェ
ちいろば聖書
　　入門講座
大山　悠子
榎本　　恵
榎本　康子
榎本　光太

山
田
春
美

　

主
題
聖
句
『
十
字
架
の

こ
と
ば
は
、
滅
び
に
至
る

人
々
に
は
愚
か
で
あ
っ
て

も
、
救
い
を
受
け
る
私
た

ち
に
は
、
神
の
力
で
す
。』

（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
1
：
18
）

力
強
い
み
言
葉
に
導
か

れ
、
呉
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
教
会
の
中
に
霊
の
交

わ
り
を
取
り
戻
そ
う
。」

初
め
に
、
神
様
は
こ
う

迫
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
「
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参
加

し
た
理
由
は
何
か
、
何
を

願
い
、
何
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
。」
と
問
わ
れ

た
時
、
私
は
教
会
の
一
致

を
願
っ
て
こ
こ
に
来
た
の

だ
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
聴
は
、
コ
リ
ン
ト
人

へ
の
手
紙
第
一
第
1
章
、

第
2
章
か
ら
で
し
た
。『
私

は
、
私
た
ち
の
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
御
名
に

よ
っ
て
、
あ
な
た
が
た
に

お
願
い
し
ま
す
。
ど
う

か
、
み
な
が
一
致
し
て
、

仲
間
割
れ
す
る
こ
と
な

く
、
同
じ
心
、
同
じ
判
断

を
完
全
に
保
っ
て
く
だ
さ

い
。』（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
１
：

10
）
教
会
総
会
に
向
け

て
、
神
様
が
私
に
く
だ

さ
っ
た
お
言
葉
で
し
た
。

皆
が
心
を
一
致
さ
せ
、
同

じ
心
を
持
っ
て
祈
っ
て
い

く
こ
と
が
主
の
願
い
で
あ

り
、
主
が
私
に
求
め
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
祈
る
者
に
変
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
い

ま
し
た
。

　

ア
シ
ュ
ラ
ム
の
最
後

に
、
全
員
で
輪
に
な
り
手

を
取
り
合
っ
て
「
神
共
に

い
ま
し
て
」
を
讃
美
し
ま

し
た
。
私
は
、
こ
の
光
景

を
目
前
に
し
て
「
わ
ぁ
～

‼
」
と
歓
声
を
あ
げ
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
牧
師
、
信

徒
の
違
い
も
な
く
、
円
の

中
心
に
主
が
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
47
回
呉
ア
シ
ュ
ラ
ム

は
大
き
な
実
を
結
び
ま
し

た
。

　
『
誇
る
者
は
主
に
あ
っ

て
誇
れ
。』（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト

1
：
31
）
私
た
ち
は
3
つ

の
地
区
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
ま
す
が
、主
に
あ
る「
心

の
一
致
」
を
確
信
い
た
し

ま
し
た
。

　

総
会
前
に
ア
シ
ュ
ラ
ム

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
神
様

の
大
き
な
恵
み
と
祝
福
の

｢

時
」
で
し
た
。

　
『
水
が
め
に
水
を
満
た

し
な
さ
い
。』（
ヨ
ハ
ネ

2
：
7
）『
深
み
に
漕
ぎ

出
し
て
、
網
を
お
ろ
し
て

魚
を
と
り
な
さ
い
。』（
ル

カ
5
：
4
）
主
の
お
言
葉

で
す
か
ら
、
お
従
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
日
本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

呉
教
会
）

第
47
回 

呉
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参
加
し
て

新会堂の建築
　会堂も築60年と老朽化し、また狭くなってきたこと。教
会に隣接している京阪電車が高架になり、下に幅9m道路が
出来る事、更に枚方市の下水工事が始まる事などから、すっ
きりと会堂の内外を整え、たとえ小さくても地域社会に対
しても会堂の存在を通して伝道していきたいと願い、新会
堂を建築することにしました、そして多くの人の祈りと尊
い捧げ物によって、1994年に新しい会堂が建築され、翌年
の5月、神様と多くの人に祝福され、献堂式の時をもつこと
が出来ました。

マラナ・タ教会を辞任する。
　教会創立25周年を記念して長い間念願だった教会墓地の
建立を無事に終えた時、「ここでの使命は終わった」という
思いが私の心をよぎりました。祈って行く中で神様から、
もう一度開拓伝道をするようにと示され、2004年3月をもっ
て23年ご奉仕させていただいたマラナ・タ教会を辞任しま
した。そして神様は私達のために兵庫県明石市の高台にあ
る一等地で、100坪の敷地に50坪の庭がついた二階建ての家
を備え、大家さんが「家賃はいらないから、伝道のために使っ
て下さい」と貸して下さいました。こうして私達は神様に
感謝しながら、明石の地でご近所の方との信頼関係を築き
つつ、良い交わりをもたせていただいていました。

「主のみ手に支えられて」
使徒 13：36 前半（口語訳）

　（第 42 回 年頭アシュラム 奨励 要約）

　　　　　　　　　　　　　　榊原 喜三郎
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隅田　寿子
吉田すみゑ
桜美林
　リトリート
　アシュラム
センター
　聖書教室
鹿児島
キリストの教会
高松西
キリスト教会
喜多川啓子
山田　和子
湯野　静子
静岡聖書教室
安仲　萌子
浜本百合子
東京聖書教室
脇　萬里子
米田　康子
米田　歌子
和田　哲政
西田和可子
後宮　俊夫
後宮　松代
片山　良明
尾島　江子
鹿屋
キリスト教会
山本　徳文
山本多賀世
黒見　妙子
堺大浜
キリスト教会

79 口
￥1,195,787

榎本保郎牧師
召天40周年記念
事業のために
村主　由美
鹿屋
キリスト教会
杉山ミユキ

３口
￥25,000

ヨセフ基金
ちいろば
　牧師記念
チャペル夕礼拝
ちいろば
アッちゃん・
  シュラム君
吉田すみゑ
センター
　聖書教室
年頭アシュラム

６口
¥16,270

クリスマス献金
石田　美雪
枚方
くずは教会

２口
￥13,000

合　計
90 口

¥1,250,057
感謝いたします

理由はつけられるのだが、ここは「神の不思議
な働きによって」ということにしておきたい。
クリスチャンホームに生まれた私は毎週なんと
なく教会に行き、いけない日はいやいや親に夕
礼拝に引っ張っていかれ、大学生からは月に１・
２回聖書を読めば多いほうであった。そんな私
がるんるん福音食堂でご飯を食べているうち
に、いつの間にか聖書を読むことが日課になっ
ている。時々、何か騙されたような気持になる
時も無きにしも非ずであるが、不思議なことに、

「まあいいか」と思えてしまう。
　早天祈祷会の締めくくりは、アシュラムの友
の誕生日を覚えて祈りを捧げている。誕生日
カードには各自の祈りの課題が書かれている
が、「家族が導かれるように」と祈っている方
は多い。「教会に行きなさい」「聖書を読みなさ
い」。そう言うほど離れていってしまう経験を
している方も多いだろう。もちろんそのように
祈ることは大切であるが、もしそのことで自身
の心が乱されているようであれば、一歩退いて

「そっと見守る」のもよいのではないか。どん
なに勧められようとも、最終的にはその人が神
との関係を作っていかなければいけない。私が
そうだったように、御心であるならば「出会い」
はいつかやってくるだろう。親世代には、健や
かに、そして安らかに信仰生活を送ってほしい。

「神のなさることは時にかなって美しい」。
　最後に一言。るっちゃんのるんるん福音食堂
は、月に１回、日曜にセンターで行われる夕礼
拝（４月は16日）でも開かれている。また、ゲ
ストハウス、アンナ祈りの家に泊まって早天祈
祷会生活に参加することもできる。心が乱され
ることの多い世の中、共に祈り、聖書に静聴す
る時間を持ちたい人
がいれば、（宿泊希
望の方はセンターに
ご一報の上）是非近
江八幡に遊びに来て
ほしい。

　　「同じ釜の飯を食う」という言葉がある。
共同体の成員が同じものを食することによっ
て、帰属意識や結束を高めることの意である。
アシュラムセンターでは、火～土の毎朝６時

（冬は６時半）から早天祈祷会を行い、朝ご飯
を食べる。このおいしい朝ご飯をいつも用意し
てくれるのが、るっちゃんこと、榎本保郎牧師
の長女である橋本ルツ子さんである。初めて私
を玄関先で迎えてくれた時、鮮やかな紅い上着
を身にまとうその風貌から、「紅っ！」と、只
者ではないオーラを感じたのであるが、そのバ
イタリティたるや日々驚かされている。セン
ターには個性豊かな人々が集っているが、バラ
バラにならないで、緩やかにつながっていける
のは、日々の祈りの生活に加え、同じ釜の飯を
食っていることによるのかもしれない。
　るんるん福音食堂の効果は絶大である。大学
から一人暮らしをはじめた私にとって、一人の
朝ご飯は寂しいものであった。しかしここで
は、仕事前に毎朝人と会って祈りあい、飯を食
べることで食欲も満たされ、また霊的にも満た
される。欲求の５段階説を唱えた心理学者のマ
ズローによると、人々の欲求の根幹には生理的
欲求、つまり食欲や睡眠欲といった生物として
の基本的な欲求があり、そこから次の欲求段階
に移行するというが、この生理的欲求が満たさ
れることは、早天祈祷会に出席する動機として
非常に重要である。「めしだ！起きよう！」。そ
う思うと自然と目が覚め、寒くても雨でも、早
天祈祷会に出席できる。
　この動機は不純だろうか。そうだ、不純だ。
しかし、朝ご飯があるからと言って、毎日早天
祈祷会のために起きてこられるものだろうか。
話をきいてみると、どうやらこのように出てこ
られるのは稀であるらしい。他にも朝から讃美
歌が歌えるから、恵先生の話が聞けるからと、

アシュラムセンター修道場Facebookページができました！
　  https://www.facebook.com/ashram.monastery/

生活記「番外編」や修道場の風景をお楽しみください。

アシュラム修道場生活記

その 3「るんるん福音食堂」
　　　　　　　　　　　　　　伊達　平和
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　　　天のお父さま

　天のお父さまと

　声を出して

　お呼びしたい

　声を出さないで

　お呼びしても

　お聞き下さると

　信じているけれども

　やはり

　天のお父さまと

　声を出して

　お呼びしたい　　　　　1981

　声（こえ）とは何でしょうか？手元の辞書に
よれば、「ヒトを含む動物の発声器官（主とし
て口、喉）から発せられる音のことである」と
定義されています。口から出る音はいろいろあ
りますが、くしゃみや咳は声ではないでしょう。
では、意味のある音？でも、音楽の基礎練習で
は、例えば「あー」と意味を伴わない「声」を
出す練習をしますから、意味の有無でもないよ
うです。では口を使って意図的に発する何らか
の意味または価値を持った音でしょうか？
　英語でもフランス語でも声voice（voix）は
文法の“態”の意を持ちます。受動態、能動態
の“態”です。これは、他者（もちろん物の場
合もある）との関係のありかたのことです。世
界への向き合いかたと言っても良いでしょう。
　声は“天のお父さま”との関係を一挙に変え
てしまう魔法の鍵のようなものです。声を出す
ことで、その瞬間に、世界が変わることを、例
えば昔話は良く知っていたし、源三さんも、ど
こかで気づいているのでしょう。だから、「天

のお父さまと声を出してお呼びしたい」のです。
　天のお父さまが、声を出さないでお呼びして
もお聞きくださる方であることは、分かってい
る。どんな心の声も聞き逃すことのない方だか
らこそ、私はお父さまに出会えた。声のない私
の声を聴いて、私のところに来てくださらなけ
れば、私はお父さまにお会いすることは出来な
かったのだから。
　でも、源三さんは声を出してお呼びしたいの
です。天のお父さまが、作法や形ある捧げもの
を要求される方ではないことも分かっている。
でも、むしろだからこそ、声を出してお呼びし
たい。 お呼びしたいのです。呼ぶこと。誰か
を求め招くこと。声というものの一番の本質は
自分の存在を知らしめること（私はここにいま
す！）と、他者を呼ぶこと（あなたが必要です！）
です。鳥の声がそうであるように。
　それは歌うことと呼ぶことが不可分であるよ
うな、声です。独白者ではない、源三さんのよ
うな詩人の声も、まさにそのようなものでした。
　「天のお父さま」とお呼びしたいのです。「神
さま」でなく、「天のお父さま」と。「天のお父
さま」は、神さまという方の別名なのではあり
ません。名ではなく、呼びかける、天翔けるこ
ころそのものです。「天の」は場所でなく、激
しく求め注がれる眼差しそのものです。「お父
さま」は関係の説明や別名の提示でなく、自分
をその方の子どもとして丸ごと投げかけてゆく
情熱の純粋さです。
　源三さんは「声に出して」でなく、「声を出
して」としています。「声に出して」では、心
の中の言葉が本質的に第一であり、「声」はそ
れの発現方法の問題にすぎないことになります
が、「声を出して」では、「声」という実体ある
ものの存在が重要なのだとわかります。
　声（こえ）は、「乞え」「請え」「恋え」「超え」
とも書くことが出来ます。懇願し、恋い慕い、
そして遂には、遥かなる隔たり
を超えてゆく魔法の翼です。一
瞬にして時空を飛び越えて、そ
の方の元へと飛んでゆきたいこ
ころが、源三さんの声なのです。

　瞬きの詩人
　　　　水野源三の世界　30
　　　　三浦綾子記念文学館特別研究員

　　　　　　　　　　　　森下　辰衛
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つ
い
先
日
も
、
二
人
連
れ

の
青
年
が
、
ふ
ら
り
と
や
っ

て
来
ま
し
た
の
で
、
今
日
は

夜
勤
だ
と
思
い
、
声
を
か
け

て
み
る
と
、「
会
社
を
辞
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
前
に
憩
い
の
家
と

い
う
と
こ
ろ
へ
一
度
行
っ
て

見
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し

た
。」
と
言
わ
れ
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に

輪
に
な
っ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。「
仕
事
の
面
で
も
面
白

く
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
僕

た
ち
の
話
は
、
職
場
で
何
に

よ
ら
ず
聞
い
て
も
ら
え
な
い

の
で
寂
し
く
、
張
り
合
い
も

な
く
。
も
う
故
郷
に
帰
っ
て

仕
事
を
探
し
、
の
ん
気
に
暮

ら
し
た
方
が
良
い
と
思
っ
て

辞
め
る
決
心
を
固
め
た
け
れ

ど
、
僕
た
ち
の
話
を
こ
ん
な

に
も
聞
い
て
く
だ
さ
る
人
や

場
所
が
あ
っ
て
嬉
し
い
、
会

社
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た

が
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て

み
ま
す
。」
そ
こ
へ
緒
方
先

生
が
お
出
で
下
さ
り
、
話
し

合
い
は
続
き
ま
し
た
。
帰
り

際
の
青
年
の
顔
は
誠
に
晴
れ

晴
れ
と
し
て
、「
ま
た
遊
び

に
き
ま
す
。」と
元
気
に
帰
っ

て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
言
い

ま
す
。「
私
た
ち
は
皆
、
呼

ば
れ
た
と
こ
ろ
で
神
に
仕
え

る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

私
の
使
命
は
一
人
ひ
と
り
に

個
人
と
し
て
仕
え
、
一
人
ひ

と
り
を
人
間
と
し
て
愛
す
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
に
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
人
間
で
す
。
私

の
頭
の
中
に
は
、
群
衆
と
し

て
の
人
間
は
存
在
せ
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の

み
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

も
し
群
衆
と
し
て
人
々
を
見

て
い
た
と
し
た
ら
、
今
し
て

い
る
こ
の
仕
事
は
始
め
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
、
私

は
一
対
一
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

触
れ
合
い
が
大
切
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。
も
し
、
社
会
制

度
の
変
革
を
神
が
望
ん
で
い

る
と
確
信
す
る
人
々
が
い
れ

ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
た
ち

が
、
そ
の
よ
う
に
神
に
も
ち

か
け
て
い
っ
た
ら
よ
い
こ
と

な
の
で
す
。
私
は
誰
に
も
頼

ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
わ

た
し
が
頼
り
と
し
て
い
る
の

は
、
唯
一
人
、
イ
エ
ス
だ
け

で
す
。」

　

神
様
は
た
え
ず
私
達
に

会
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
し

か
し
、
神
様
と
す
れ
違
う
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
、
あ
の
一
人
の
ハ
ン
セ

ン
病
を
癒
さ
れ
た
こ
と
を

知
っ
て
、
大
声
で
神
を
賛
美

し
な
が
ら
戻
っ
て
来
て
、
足

元
に
ひ
れ
伏
し
て
感
謝
し
た

の
は
10
人
の
う
ち
一
人
で

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
一
人

の
癒
さ
れ
た
者
と
緒
方
先
生

の
姿
が
私
に
は
ダ
ブ
っ
て
み

え
ま
す
。
弟
子
達
が
、
う
ま

れ
つ
き
目
の
見
え
な
い
人
を

見
て
イ
エ
ス
様
に
尋
ね
ま
し

た
。「
先
生
、
こ
の
人
が
生

ま
れ
つ
き
目
が
見
え
な
い
の

は
、
だ
れ
が
罪
を
犯
し
た
か

ら
で
す
か
、
本
人
で
す
か
。

そ
れ
と
も
両
親
で
す
か
、
イ

エ
ス
は
お
答
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
本
人
が
罪
を
犯
し
た
か

ら
で
も
、
両
親
が
罪
を
犯
し

た
か
ら
で
も
な
い
。
神
の
業

が
こ
の
人
に
現
れ
る
た
め
で

あ
る
。」
緒
方
先
生
の
90
年

に
渡
る
人
生
は
神
の
業
が
先

生
に
現
れ
る
た
め
で
あ
り
、

神
様
の
栄
光
を
現
す
器
と
し

て
用
い
ら
れ
た
人
生
だ
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

神
様
の
御
用
に
た
つ
た
め

に
、
神
様
が
、
我
々
に
為
す

こ
と
を
求
め
ら
れ
る
5
つ
の

事
。

１
．
毎
日
聖
書
を
読
む
こ

　
　

と
。

２
．
毎
日
、
祈
る
こ
と
。

３
．
毎
日
、
あ
か
し
を
す
る

　
　

こ
と
。

４
．
規
則
的
に
教
会
の
礼
拝

　
　

に
出
席
す
る
こ
と
。

５
．
喜
ん
で
充
分
に
献
金
す

　
　

る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
日
々
、

大
切
に
し
て
本
当
に
生
き
て

お
ら
れ
る
先
生
の
お
側
で
生

き
ら
れ
る
幸
せ
を
心
か
ら
思

い
ま
す
。

　

今
こ
の
編
集
後
記
を
、
ブ

ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
書
い

て
い
る
。
日
本
の
ち
ょ
う
ど

反
対
側
、こ
ち
ら
が
朝
な
ら
、

日
本
は
夜
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の

7
時
の
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
ち
ら

の
夜
7
時
に
生
放
送
で
見
て

い
る
不
思
議
さ
。
け
れ
ど
も

神
様
の
恵
み
の
業
は
、
確
実

に
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
で
、

花
開
い
て
い
る
。
こ
の
二
週

間
あ
ま
り
の
間
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
米
合
同
教
会
で
の

一
日
ア
シ
ュ
ラ
ム
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
ブ
ラ
ジ
ル
ア
シ
ュ
ラ

ム
、
そ
し
て
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

日
系
教
会
の
教
会
ア
シ
ュ
ラ

ム
を
経
験
し
た
。
い
ず
れ
、

そ
れ
ら
の
報
告
や
感
想
は
ア

シ
ュ
ラ
ム
誌
の
中
で
あ
る
と

思
う
が
、
こ
の
後
、
3
月
の

終
わ
り
に
開
か
れ
る
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
で
の
ア
シ
ュ
ラ
ム

も
含
め
、
日
本
を
離
れ
、
遠

く
海
外
の
地
で
生
活
さ
れ
る

同
胞
と
と
も
に
、
み
言
葉
に

聴
き
祈
る
意
義
は
大
き
い
。

ど
う
か
、
こ
の
こ
と
を
覚
え

祈
り
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
（
恵
）

あ
　
と
　
が
　
き

ア
シ
ュ
ラ
ム
誌
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
　
　
　
お
読
み
頂
け
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
郵
送
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

た
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー

ま
で
F
a
x
に
て
ご
一
報
下
さ
い
ま
せ
。

  
F
a
x
  
０
７
４
８

−

３
３

−

８
８
５
６

　
熊
本
地
震
の
た
め
の

　
　
　
暖
か
い
お
支
え
に
感
謝
し
て
（
５
）

熊
本
ア
シ
ュ
ラ
ム
　
竹
内
一
臣
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４月のアシュラムなど

１㈯
〜
４㈫

ロサンゼルスアシュラム
榎本保郎牧師を偲ぶ会

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

７㈮
阪神ミニアシュラム
（主恩教会 PM１：00）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

10㈪
福岡聖書教室
（博多クリオコートホテル PM１：30）
奉仕者　榎本恵師

092ー607ー8251
樋口栄子姉

13㈭
常任運営委員会
（アシュラムセンター）

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

14㈮
〜
15㈯

三重アシュラム
（グリーンホテル）
奉仕者　榎本恵師

0598ー86ー3939
小林茂男兄・佳子姉

16㈰
ちいろば牧師記念チャペル夕礼拝・愛餐会
（PM５：00）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

18㈫
大阪聖書教室
（大阪クリスチャンセンター AM10：30）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

19㈬
カフェちいろば聖書入門講座
（京都・伏見区深草 PM１：30）
奉仕者　榎本恵師

075ー643ー2476
みんなのカフェちいろば

21㈮
センター聖書教室
（アシュラムセンター AM11：00）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

24㈪
静岡聖書教室
（旧・英和女学院宣教師館 PM２：00）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

25㈫
東京聖書教室
（御茶ノ水クリスチャンセンター４F AM10：30)
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

25㈫
桜美林リトリートアシュラム
（桜美林大学荊冠 PM２：30）
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

29㈯
阪神一日アシュラム
（主恩教会）　　　　　　受付中！
奉仕者　榎本恵師

0748ー33ー4030
アシュラムセンター

熊本復興アシュラム
日時　５月３〜４日（水〜木）
奉仕　榎本恵師
会場　熊本エミナース（空港近辺）　　集会後、被災地訪問
申し込み　竹内一臣兄　096ー242ー1650

第25回 盛岡・秋田アシュラム
日時　５月３〜５日（水〜金）
会場　盛岡「ロデム」　　参加費　14,000円
奉仕　榎本るつ子姉
申し込み　角谷晋次師　019ー636ー0285

第37回 関東青年アシュラム
日時　５月３〜５日（水〜金）
会場　バイブルホーム
奉仕　溝口勝幸兄
申し込み　森戸敬子　048ー768ー3001

第４回 北陸・金沢アシュラム
日時　５月19〜20日（金〜土）
会場　石川県青少年総合研修センター　参加費　10,000円
奉仕　榎本恵師　　　申し込み　石田哲夫兄　076ー241ー4409

第17回 愛知一日アシュラム
日時　５月27日（土）
会場　日本バプテスト連盟名古屋　キリスト教会
奉仕　岩波久一師
申し込み　溝口勝幸兄　0562ー47ー0528

５月のアシュラム予定

６月 13日 埼玉一日アシュラム

沖縄巡礼の旅・沖縄聖書教室

６月 27〜 29 日 第 42回 教職アシュラム

７月 22日 天上の友を憶える日礼拝

９月１〜２日 新潟アシュラム（日程変更）

９月 17〜 18 日 九州アシュラム

９月 25〜 27 日 第 14回 国際正義・平和アシュラム in 神戸

10 月２〜３日 山陰アシュラム

10月 11 〜 13 日 第５回 日光オリーブの里アシュラム

10月 27 〜 28 日 第 18回 愛知一泊アシュラム

11月 21 〜 23 日 第 42回 京浜アシュラム

11月 23 〜 24 日 第 41回 阪神アシュラム（１泊）

2017 年５月以降のアシュラム予定

「ことばの意味を開く（13）」
　最近、私たちの信仰で大切なのは霊性と
理性であるということを改めて実感してい
ます。
　私たちは聖書を正確に読むという努力、
み言葉の真理を理性的に追求する努力を
怠ってはなりません。神さまは聖書を通し
て私たちに知恵を与えてくださっていま
す。神の知恵というのは「私たちが人生を
いかに生きるべきか」という問いに対する
答えを与えてくれるものです。また世界と
いうものが神の言葉でできていること。こ
のことから聖書のみ言葉を読み解くことは
私たちに世界に対する有効な視座を提供し
てくれることがわかります。おそらくそれ
は私たちがキリスト者として現実を生き抜
くための大切な武器になることでしょう。
その意味で聖書を読むことが私たちの生活
の中心になることは間違いないと思われま
す。
　けれども、聖書という書物は聖霊という
合鍵なしには開くことはできないというこ
とも事実であります。聖霊（パラクレート
ス）には教師という意味があります。つま
り、み言葉の真理を教えてくれるもの。み
言葉を開いてくださるのは聖霊であるとい
うことです。聖書は書物である（テキスト
である）限り、そのみ言葉をコンテキスト
から（前後の文脈から）正確に読む努力は
大切です。これが聖書を理性で読むという
ことです。と同時に、聖書のみ言葉がその
コンテキストから独立して、私たち一人一
人に向けて語りかけてくる生きた命の水に
なるということ。それはどのように考えて
も聖霊の働き以外にないと言わざるをえま
せん。
　今回「ことばの意味を開く」という連載
によって、その気づきを与えられたことは
大きな感謝でした。これからも私なりに
せっせと言葉の意味を開いていきたいと
思っています。一年間本当にありがとうご
ざいました。

６月21日 12：30 那覇空港集合 〜24日朝 　 　沖縄巡礼の旅
（航空チケットは各自でお早めに）　　　  　　沖縄聖書教室

みことば
岡山聖書集会（無教会）

香西　信
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